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１.年度別の計画及び取組状況

年度別の事業計画（上欄：研究科等の設置等及びその準備（設置認可申請等）、下欄：教育環境の整備（施設整備、教員採用等）、教育活動の充実等の取組）と取組状況及び自己評価を記載してください。
当初計画から変更又は追加した取組は赤字で記載し、計画変更の承認を受けた計画については、末尾に承認日を赤字で記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、自己評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

令和7年度自己評価

令和8年度自己評価

令和9年度自己評価

令和10年度自己評価

令和11年度自己評価

令和12年度自己評価

令和13年度自己評価

令和12年度

リストから選択してください。

令和13年度

リストから選択してください。

4月 デザイン工学研究科デザイン工学専攻博士前期課程 25名増員・デジタルメディア分野およびロボティクス分野の追加（入学定員35名）

令和8年度

リストから選択してください。

令和9年度

リストから選択してください。

令和10年度

リストから選択してください。

4月 デザイン工学研究科博士後期課程設置（入学定員6名）
4月 デザイン工学研究科博士前期課程へ名称変更（情報学研究科情報学専攻修士課程から変更）

事業期間 事業計画 取組状況 自己評価、課題（理由）とその対応

【３】計画を十分に実施している。

令和7年度

3月 デジタルメディア学部デジタルメディア学科通信教育課程設置認可申請
3月 学部収容定員に係る学則変更の認可申請
4月 デジタルメディア学部デジタルメディア学科設置届出
4月 工学部ロボティクス学科設置届出
令和8年3月 工学研究科（博士後期課程）設置認可申請
※令和9年度開設予定の研究科の名称について、デザイン工学研究科から工学研究科に変更して設置認可申請中（定員や増員の年度は変更なし）

3月 デジタルメディア学部デジタルメディア学科通信教育課程設置認可申請
3月 学部収容定員に係る学則変更の認可申請
4月 デジタルメディア学部デジタルメディア学科設置届出
4月 工学部ロボティクス学科設置届出
令和8年3月 デザイン工学研究科(博士後期課程)設置認可申請

【計画変更理由】
１）デザイン工学研究科から工学研究科への名称変更
当初計画においてデザイン工学研究科（博士後期課程）として設置認可申請を予定していたが、研究科名称を工学研究科に変更して申請した。本研究
科が情報学を中核とし、将来的にロボティクス・デジタルメディア等の分野も包含する構想であるため、特定領域を想起させる「デザイン工学」ではなく、これら諸
分野を広く包含する「工学」の名称が研究内容に適合すると判断した。

京都橘大学における情報学系研究科充実および、地域を巻き込んだ健康・行動情報収集・活用による情報教育研究の推進
学校種 大学 都道府県 京都
大学名 京都橘大学 設置区分 私立

事業計画名

大学・高専機能強化支援事業（支援２：⾼度情報専⾨⼈材の確保に向けた機能強化に係る⽀援）
【大学　一般枠、特例枠】実施状況報告書

選定年度 令和7年度 学校コード F126310107555 改組内容 研究科等の設置・増員（一般枠）

令和11年度

リストから選択してください。

4月 大学院収容定員に係る学則変更届出
2月 デザイン工学研究科デザイン工学専攻学則変更届出（デジタルメディア分野およびロボティクス分野の追加）

4月 情報学研究科情報学専攻名称変更届出（デザイン工学研究科デザイン工学専攻博士前期課程へ）
4月 デジタルメディア学部デジタルメディア学科設置(入学定員100名)
4月 工学部ロボティクス学科設置(入学定員80名)
4月 デジタルメディア学部デジタルメディ学科通信教育過程設置(入学定員360名(編入学定員180名を含む))
4月 工学部情報工学科 30名減員(入学定員100名)
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令和14年度自己評価

令和15年度自己評価

令和16年度自己評価

令和16年度

リストから選択してください。

令和14年度

リストから選択してください。

リストから選択してください。

令和15年度
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２.申請資格の確認
ⅰ） 学生募集停止中の大学
ⅱ） 学校教育法第109条の規定に基づき文部科学大臣の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている大学
ⅲ） 「私立大学等経常費補助金」において、定員の充足状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付又は減額の措置を受けた大学
ⅳ） 設置計画履行状況等調査において、「指摘事項（法令違反」が付されている大学
ⅴ） 大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準（平成15年文部科学省告示第45号）第２条第１号又は第２号のいずれかに該当する者が設置する大学

上記項目の申請資格の状況について、プルダウンで選択してください。（プルダウンの選択肢：すべての項目に該当していない、右の〇の項目に該当している）
ⅰ) ⅱ) ⅲ) ⅳ) ⅴ)

３.申請要件の取組状況

①

➁

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

上記項目の①～⑫の申請要件について、 令和7年度 の取組の状況についてプルダウンで選択してください。（プルダウンの選択肢：すべての項目が要件を満たしている、右の〇の項目の要件を満たしていない）
① ➁ ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

①～⑫の要件を満たしていない又は対象でない項目がある場合、左欄に該当する申請要件を選択し、右欄に課題（理由）とその対応について記載してください。
項目

⑬,⑭については、現在の状況をプルダウンより選択してください。

認定を受けておらず申請する意向もない⑭文部科学大臣から国際卓越研究大学として認定を受け、支援を受けている大学でないこと。

⑬文部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度における「応用基礎レベル」について、大学又は
計画の対象となる学部若しくは計画の対象となる研究科に関連する主な学部が認定を受けている、又は認定を受ける計画があるこ
と。なお、学部を置かない大学で、本認定制度の対象に該当しないものについては、本要件は適用されない。

申請要件⑬,⑭について

認定を受けている

現在の状況

課題（理由）

教員の確保・配置状況等を踏まえた実現可能性の高い計画になっていること。

文部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度における「応用基礎レベル」について、大学又は計画の対象となる学部若しくは計画の対象となる研究科に関連する主な学部が認定を受けている、又は認定を受ける計画があること。なお、学部を置かない大学
で、本認定制度の対象に該当しないものについては、本要件は適用されない。

文部科学大臣から国際卓越研究大学として認定を受け、支援を受けている大学でないこと。

申請要件の状況
すべての項目が要件を満たしている

特定成長分野のうち情報系分野に係る研究科、専攻、コース等の設置・増員（研究科、専攻の定員の増員を伴わないものを含む。）、専攻に係る課程の変更（研究科、専攻、コース等の設置・増員及び専攻に係る課程の変更に伴う学部、学科、コース等の設置・増員（学部、学科
の定員の増員を伴わないものを含む。）を含む。）（以下「研究科等の設置等」という。）による体制強化の計画であること。なお、コース等の設置・増員による体制強化の場合は、学則において、コース等の募集人員数を明記する計画であること。

社会において具体的な人材ニーズが現に存在する、又は、その十分な見通しのある分野に係る研究科等の設置等の取組であること。

教育の実績を有する既設の情報系分野に係る研究科、専攻（授与する学位が、学位種類分野変更基準に定める理学関係、工学関係又は農学関係のいずれかを学位の分野として含むものに限る。）を有する大学において、高度情報専門人材を育成する計画であること。（大学
（特例枠）については、既設の情報系分野に係る学部、学科（授与する学位が、学位種類分野変更基準に定める理学関係、工学関係又は農学関係のいずれかを学位の分野として含むものに限る。）を有する大学とする。）

機構による事業計画の選定があった日から２年を経過する日を含む年度の末日までに、計画の対象となる研究科等の設置等を行う計画であること。

計画の対象となる研究科等の設置等において、大学院修士課程（博士前期課程を含む。）15名以上又は大学院博士課程（博士後期課程を含む。）５名以上の入学定員の増員を行う計画であること。

国立大学について、大学全体の収容定員の増員を伴う学部定員の増員を行う場合は、国立大学法人の第５期中期目標期間終了時までに他学部・他学科を中心に同規模の定員減を行う計画であること。

すべての項目に該当していない

高等教育の修学支援新制度において、大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）に基づき、財務状況や収容定員充足率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認を受けた大学であること。なお、学部を置かない大学や新設予定の大学で、応募時点
において、高等教育の修学支援新制度における要件確認の対象に該当しないものは、本要件は適用されない。

志願者数の状況や入学定員及び収容定員充足率等を踏まえた十分な学生確保の見通しを備えた計画となっていること。

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修目標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び大学での学修に必要な資質・能力等を評価する入学者選抜が適切に実施され、そのための体制を構築する計画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活用するなど出
口における質保証にも十分留意することが重要。）

特定成長分野のうちデジタル分野の人材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環境の整備を図る計画となっていること。

計画の対象となる研究科・専攻等において、実務経験のある教員等による授業科目を配置する計画となっていること。

フォローアップ対象年度 令和7年度 大学名 京都橘大学

申請資格の状況
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フォローアップ対象年度 令和7年度 大学名 京都橘大学

４.審査要項における確認項目の計画及び取組状況
令和7年度 の取組実績及び申請時の計画を記載してください。取組実績は会社名や大学名、定量的なデータ等を示し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。

計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

① 地域において自治体や企業等と連携した取組を行う計画となっているか。

② 初等中等教育段階の学校との連携に関する取組を行う計画となっているか。

③ 女子学生、社会人学生、留学生等の確保に向けた特色ある取組を行う計画となっているか。
申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

上述の通り、デザイン工学研究科は、メディア授業の活用や、企業における課題を対象とした研究の実施、企業連携ブースの
設置や健康・行動情報等情報収集体制の整備など企業等にとって魅力的な教育研究環境の構築、社会人入試の実施など
により、企業等に在籍する社会人の進学を推進する計画となっている。
また、留学生や女子学生の確保に向けては、学部段階から留学生向けHPや留学生特別入試、女子向け広報などを実施し
ており、既設の情報工学科においては、2024年度に4名の留学生が入学するなど一定の成果が出てきている。女子学生につ
いても学科設置以来、入学者の1～2割程度の女子学生を確保できている。また、海外大とは継続して連携推進を行ってお
り、2024年においてもタイのランシット大学、中国の大連東軟信息学院、韓国の培材大学などと新たに学生の相互受入れや
共同研究に関する協定を締結し、情報系分野を含む人材の交流や共同研究の推進などをめざしている。
今後も、これらの取組のさらなる充実とともに、本研究科においても、海外大との研究連携、英語での研究指導対応、留学
生・女子向け広報の展開などにより、留学生や女子学生の確保に取り組んでいく予定である。また、女子学生比率の高い、医
療系学科から本研究科への進学も促進する仕組みの構築も検討する予定である。

本研究科（博士後期課程）への進学者確保に向けた広報・基盤整備を推進した。社会人に対しては、「情報学リスキリング講座」を介した
接点を活用し、企業における課題を対象とした研究テーマの発掘や、健康・行動情報等の取得・活用基盤の整備を進めた。また、メディア授
業を活用した学びの提供や奨学金を含めた社会人入試の実施、長期・短期履修などの柔軟な履修体系の導入に向けた検討を引き続き進め
た。
留学生・女子学生確保については、学部段階からの留学生向けHPや留学生特別入試の拡充・女子向け広報を充実させた。既設の情報工
学科では令和8年度入学生においては、留学生17名、女子学生は約2割、修士段階では女子学生が3割と一定の成果が出ている。また、
海外大とはランシット大学（タイ）・大連東軟信息学院（中国）・培材大学（韓国）等との協定に基づき学生相互受入れや共同研究の
検討を進めている。

計画は着実に進捗しており、現時点で特段の課題は生じていない。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応
本学では、理系分野を含め、さまざまな形で地域の初等中等教育段階の学校との連携を行っている。例えば、小学生向けに
は、2021（令和3）年度より「たちばなサイエンスデー」を開催。「ドローン障害物競走」「かんたんプログラミングで自動運転車
を走らせよう」など各種イベントを実施。情報分野などの理系分野を含み、ものづくりや実験への興味関心を高める機会を提供
し、毎年、他分野も含め全体で200名程度の小学生が参加している。高校には、分野別ガイダンスという形で、本学情報工
学科の教員が情報分野の学びや研究についての講演を継続的に行っている。2024（令和6）年度においては、25校に対し
て情報系ガイダンスを実施し、早期からの理系への興味喚起を図っている。さらに、系列高校である京都橘高校においてはガイ
ダンス実施に加え、探求型科目として、大学が科目を提供し、情報工学科教員による講義なども行っている。
デザイン工学研究科設置にあたっては、これまでの実績を踏まえ、デジタルメディア表現やロボティクス教室など小学生への新た
なイベントの実施や、高校生への幅広い関連ガイダンスやイベントの実施などを行い、情報分野を志望する児童・生徒の増加に
貢献していく予定である。特に系列校である京都橘高校においては、連携をさらに強化し、派遣型授業のさらなる充実などを通
して、早期段階からの情報学への興味関心喚起により、理系選択者の比率を増加させていく予定である。また、上記「情報学
リスキリング講座」のメディアコンテンツも活用し、初等中等段階の生徒への教育教材の提供や教員向け実践講座の提供なども
広く行っていく予定である。

2027（令和9）年4月設置予定の本研究科（博士後期課程）における進学者の確保に向けて、その基盤となる学部等の段階から理系・
情報分野への興味関心の喚起に取り組んだ。令和7年度は、小学生向け「たちばなサイエンスデー」を継続開催し、ドローンやプログラミング等
のイベントを通じて294名の参加を得た。高校向けには、情報工学科教員による分野別ガイダンスを同規模で継続実施した。系列校である京
都橘高校においては、令和8年度より学部段階で設置したロボティクスやデジタルメディア領域など分野を拡充し、派遣型授業・探求型科目の
提供を通じて情報学周辺領域への早期接触機会を充実させた。加えて、情報系志望者を対象とした「たちばな超AI時代特待生制度」の継
続運用などにより、将来的な大学院進学層となりうる優秀な学部入学者の確保に努めた。

計画は着実に進捗しており、現時点で特段の課題は生じていない。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応
本学は、2021（令和3）年度に工学部情報工学科を設置し、完成年度前の2024（令和6）年度には情報工学科を基
礎とする情報学研究科修士課程を設置している。また、2023（令和5）年度には、企業・研究機関等との連携による研究
成果の創出・社会還元や、学内外への情報教育の実施による情報化社会への貢献をめざす「情報学教育研究センター」を設
置し、企業や京都府等の近隣自治体との共同研究や社会への情報教育の推進・提供に取り組んでいる。本センターが2023
（令和5）年度から実施する「情報学リスキリング講座（100時間程度のメディアコンテンツを用意）」は、主に社会人を対象
にした情報学の実践的な講座となっており、これまでに1,034名（2024年12月現在）が受講している（企業の採用時研修
での実績もあり）。デザイン工学研究科の設置にあたっては、これまでの実績をもとに、地域・企業との連携をさらに発展させるこ
とを計画している。具体的には、社会人向け講座の充実はもちろんのこと、メディア授業展開や企業における課題を対象とした
研究を実施するとともに、キャンパス内の企業連携エリアや地域住民や学生等の健康・行動情報等の研究データを取得・活用
するための各種規程・機器・施設等を整備し、社会人にとって魅力的な研究環境を提供することで、社会人学生の確保と併せ
て、企業等との共同研究の促進に取り組む。また、それらの研究成果を地域社会に還元し、学生や住民の健康増進に貢献す
ることをめざす。なお、これらの研究活動推進にあたっては、デザイン工学研究科を中心に、本学の医療系研究科や地域の医
療機関（洛和会音羽病院等）、大阪大学ライフデザイン・イノベーション研究拠点、スポーツ庁Sports in Life推進プロジェ
クト（大阪大学）、国立スポーツ科学センター、ハイパフォーマンススポーツセンターとも連携し、全学的かつ地域を巻き込んだ
情報研究教育を推進していく予定である。また、これらの取組の推進に向けて、情報収集・研究・社会還元をコーディネートす
る教員・職員の任用も行う予定である。

情報学教育研究センターを基盤に、2025（令和7）年度も地域・企業等との連携を継続・拡充した。社会人向け「情報学リスキリング講
座」（文部科学省「成長分野における即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業」採択プログラム）は、2025（令和7）年度も継
続実施し、受講登録者数は1,100名を超えた。また、企業の内定者研修・新入社員研修等への活用も進めた。2027（令和9）年4月の
本研究科（博士後期課程）設置に向けては、キャンパス内の研究エリアの整備や、地域住民や学生等の健康・行動情報の取得・活用に向
けた規程・機器・施設等の整備に向けた準備を進めた。さらに、大阪大学ライフデザイン・イノベーション研究拠点、外部機関との連携準備を進
めており、全学的かつ地域を巻き込んだ情報教育研究推進体制の構築を進捗させている。これらの取組のさらなる推進に向けてコーディネート
する教員の任用を行った。

計画は着実に進捗しており、現時点で特段の課題は生じていない。



様式２－２－１

フォローアップ対象年度 令和7年度 大学名 京都橘大学

④ 他の大学（外国大学を含む。）・高等専門学校等と連携した取組を行う計画となっているか。
申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

本学では、2021（令和3）年度の工学部情報工学科設置とともに、情報分野における他大学との連携を積極的に推進し
ている。
例えば、工学部情報工学科設置前年度の2020（令和2）年度からは、大阪大学ライフデザイン・イノベーション拠点本部と
連携協定を締結し、人々の医療・健康情報の収集やそれら情報を活用した共同研究を継続的に実施し、研究成果の社会へ
の還元をめざしている。また、2024年には、教育研究推進に向けて滋賀大学と連携協定を締結している。滋賀大学は、文部
科学省の「地域中核・特色ある大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」に採択されており、本学は同大
学の連携大学としてデータサイエンス・AI研究の拠点となるiCS研究デザインスタジオを建設し、企業等との共同研究や社会実
装をめざしている。また、大阪大学や滋賀大学とは、上記、本学「情報学教育研究センター」で展開する、社会人向けリカレン
ト講座「情報学リスキリング講座（文科省「成長分野における即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業」に採択）」
においても連携し、両大学から科目提供を受けている。デザイン工学研究科設置にあたっては、これらの取組を強化するととも
に、本学の医療系分野の強みや実績もさらに活かし、キャンパス環境を整備し、地域住民や学生等の健康・行動情報の取
得・活用による情報研究推進やその成果の地域社会還元をめざしている。これらの取組の推進に向けては、大阪大学ライフデ
ザイン・イノベーション研究拠点との連携強化に加え、スポーツ庁Sports in Life推進プロジェクト（大阪大学）、国立スポーツ
科学センター、ハイパフォーマンススポーツセンターなどとも連携を行っていく予定である。

情報分野における他大学連携を継続・強化した。大阪大学ライフデザイン・イノベーション拠点本部とは、2020（令和2）年締結の連携協定
に基づき、地域住民・学生の医療・健康情報の収集や研究を継続し、令和7年度も研究成果の社会実装に向けた検討を進めた。文部科学
省「地域中核・特色ある大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」に採択された滋賀大学の連携大学として、データサイエ
ンス・AI研究の拠点となるべく企業等との共同研究を進めた。大阪大学・滋賀大学からの科目提供を受けている社会人向け「情報学リスキリン
グ講座」においては、令和7年度も継続して開講し、両大学教員による研究知見の提供環境を確保した。本研究科（博士後期課程）設置
に向けては、これらの取組を強化するとともに、本学の医療系分野の強みを活かし、地域住民や学生の健康・行動情報の取得・活用に向けた
学内の整備を進め、地域社会への研究成果還元に向けた体制構築を進捗させた。これらに加え、スポーツ庁Sports in Life推進プロジェクト
（大阪大学）、国立スポーツ科学センター、ハイパフォーマンススポーツセンター等との連携も模索し、研究連携の拡大を進めている。

計画は着実に進捗しており、現時点で特段の課題は生じていない。



様式２－４－1_博士

大学名 本事業対象となる研究科等の個数 1

１.本事業対象となる情報系組織の状況
１ー１.博士課程
＜内訳＞

(1) 改組組織名

年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

改組状況 選定・認可 開設
大区分 小区分 項目 単位

   事業計画に定める定員 事業計画に定める定員    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員(A) 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数(B) 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) 人 - -

  学生の入学・在籍状況    在籍者数(D) 人 - -

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 人 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況       就職者数 人 - -

  卒業後の状況       進学者数 人 - -

  卒業後の状況       その他 人 - -

  卒業後の状況       進路不明 人 - -

  卒業後の状況   大学院博士課程    満期退学者数 人 - -

  卒業後の状況    学位取得者数 人 - -

  教員の状況   実務経験のある教員の参画    教員数 人 - -

  教員の状況    授業科目の単位数 単位 - -

改組内容

工学研究科（工学専攻）

研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学



様式２－４－１_修士

大学名 本事業対象となる研究科等の個数 1

１.本事業対象となる情報系組織の状況
１ー２.修士課程
＜内訳＞

(1) 改組組織名

年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

改組状況 選定 届出 開設
大区分 小区分 項目 単位

   事業計画に定める定員 事業計画に定める定員    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員(A) 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数(B) 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) 人 - -

  学生の入学・在籍状況    在籍者数(D) 人 - -

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 人 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況       就職者数 人 - -

  卒業後の状況       進学者数 人 - -

  卒業後の状況       その他 人 - -

  卒業後の状況       進路不明 人 - -

  教員の状況   実務経験のある教員の参画    教員数 人 - -

  教員の状況    授業科目の単位数 単位 - -

改組内容

工学研究科（工学専攻）

研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学



様式２－４－１_b

大学名

２.情報系組織の状況

２ー１.博士課程
年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

選定 　
大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員(A) 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数(B) 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) 人 - -

  学生の入学・在籍状況    在籍者数(D) 人 - -

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 人 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況       就職者数 人 - -

  卒業後の状況       進学者数 人 - -

  卒業後の状況       その他 人 - -

  卒業後の状況       進路不明 人 - -

  卒業後の状況   大学院博士課程    満期退学者数 人 - -

  卒業後の状況    学位取得者数 人 - -

  教員の状況   実務経験のある教員の参画    教員数 人 - -

  教員の状況    授業科目の単位数 単位 - -

改組内容 研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学



様式２－４－１_b

大学名 改組内容 研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学

２.情報系組織の状況

２ー２.修士課程
年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

選定 　
大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 10 10

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 21 23

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 4 7

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 1 9

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 0 1

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員(A) 人 10 10 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数(B) 人 21 23 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 4 7 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 1 9 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 0 1 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 2.10 2.30 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) 人 20 20

  学生の入学・在籍状況    在籍者数(D) 人 28 45

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 1.40 2.25 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 人 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況       就職者数 人 - 6

  卒業後の状況       進学者数 人 - 0

  卒業後の状況       その他 人 - 0

  卒業後の状況       進路不明 人 - 0

  教員の状況   実務経験のある教員の参画    教員数 人 2 5

  教員の状況    授業科目の単位数 単位 18 30



様式２－４－１_b

大学名 改組内容 研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学

２.情報系組織の状況

２ー３.学士課程
年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

選定 　 　
大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 130 230

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 136 227

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 16 59

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 0 0

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 17 3

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員(A) 人 130 230 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数(B) 人 136 227 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       女子学生数 人 16 59 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       社会人学生数 人 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況       留学生数 人 17 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 1.05 0.99 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) 人 520 620

  学生の入学・在籍状況       編入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    在籍者数(D) 人 543 621

  学生の入学・在籍状況       編入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 1.04 1.00 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 人 103 130 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況       就職者数 人 84 110

  卒業後の状況       進学者数 人 16 12

  卒業後の状況       その他 人 3 8

  卒業後の状況       進路不明 人 0 0

  教員の状況   実務経験のある教員の参画    教員数 人 7 7

  教員の状況    授業科目の単位数 単位 159 162



様式２－４－１_b

大学名 改組内容 研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学

３.大学全体の状況

３ー１.博士課程
年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 14 14

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 10 5

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員（A） 人 14 14 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数（B） 人 10 5 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 0.71 0.36 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員（C） 人 30 30

  学生の入学・在籍状況    在籍者数（D） 人 42 36

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 1.40 1.20 - - - - - - - - - - - - - - - - -

３.大学全体の状況

３ー２.修士課程
年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 42 42

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 60 46

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員（A） 人 42 42 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数（B） 人 60 46 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 1.43 1.10 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員（C） 人 84 84

  学生の入学・在籍状況    在籍者数（D） 人 104 112

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 1.24 1.33 - - - - - - - - - - - - - - - - -



様式２－４－１_b

大学名 改組内容 研究科等の設置・増員（一般枠）京都橘大学

３.大学全体の状況

３ー３.学士課程
年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度

大区分 小区分 項目 単位

  学生の入学・在籍状況   春季入学    入学定員 人 1,641 1,831

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 1,834 2,067

  学生の入学・在籍状況   その他の学期    入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況   入学者合計    入学定員（A） 人 1,641 1,831 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学者数（B） 人 1,834 2,067 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学生の入学・在籍状況    入学定員充足率（B/A） 倍 1.12 1.13 - - - - - - - - - - - - - - - - -

  学生の入学・在籍状況   収容定員等    収容定員（C） 人 6,534 6,684

  学生の入学・在籍状況    編入学定員 人 - -

  学生の入学・在籍状況    在籍者数（D） 人 7,112 7,288

  学生の入学・在籍状況    編入学者数 人 - -

  学生の入学・在籍状況    収容定員充足率（D/C） 倍 1.09 1.09 - - - - - - - - - - - - - - - - -

４.外部資金の状況（全学）

年度 年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度
項目 項目 単位

千円 268,165

特記事項

   外部資金獲得額
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